
 

「ビジネスと人権のパフォーマンス基準」について
～日本の考え方や意見をステアリングコミッティー*に伝えよう～
日時 ： 2014年9月3日(水)　午前11時～午後3時（受付開始：午前10時30分）
会場 ： 関西学院大学 東京丸の内キャンパス　ランバスホール
             　東京都千代田区丸の内1-7-12　サピアタワー10階　（JR東京駅八重洲北口より徒歩1分）　会場案内図：下図参照
  

主　催 ：  経済人コー円卓会議日本委員会
                   Institute for Human Rights
                   and Business
　　　　ビジネス･人権資料センター
　　　　EIRIS

定　員 ： 30名
対象者 ： 機関投資家、投資運用会社
　　　　事業会社のCSR、IR関係ご担当者　　　
参加費 ： 無料
締　切 ： 8月29日(金)
言　語 ： 日本語・英語
　　　　※逐次通訳を行います

7月15日に開催したCSRセミナー「格付機関から捉えた投資行動と
「ビジネスと人権」との関係～EIRISの取り組みとその方向性～」に
おいて、SRI調査機関であるEIRISが「ビジネスと人権のパフォー
マンス基準（Human Rights Performance Benchmark）」
の構築に向けたグローバルでの取り組みについて報告しました。
このセミナーには、約50名の企業関係者が参加され、日本企業の
関心の高さが明らかとなりました。

このパフォーマンス基準はInstitute for Human Rights and 
Businessが、米カルバート･インベストメント社等と取りまとめた
”Investment the Right Way”等を参考に、今後具体的な基準
作りを進めていくこととなっています。既にアムステルダム･ロンドン
ニューヨークで金融機関をはじめとする関係者を集めて会合が
行われ、東京においては上述のセミナーにおいて同基準について
の説明がされたところです。

今回のセミナーでは、この基準を策定する上で日本の産業界、
あるいは日本の機関投資家・投資運用機関からの意見や
あるべき姿について提言を行うとともに、前回のセミナーで挙げ
られた日本に対する質問にも回答していきたいと考えております。

今まさに金融の分野でもビジネスと人権についてのルール
メーキングが始まりました。
日本からの意見を伝え、ルール化に協力していくことが、日本の
投資家、運用者、そして企業にとって有益となることは必定です。

多くの皆さまのご参加を心からお待ち致しております。

会場ご案内図
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7/15開催のセミナー風景

本セミナーは9月4日･5日開催の「2014CSRリスクマネジメント
に関する国際会議」の事前イベントとして開催致します。

*ステアリングコミッティー･･･IHRBを
  中心として、  AVIVA INVESTORS,
  Business & Human Rights Resource Centre, 
  Calvert Investments, VBDO, EIRISの計6団体
  によって構成され、この「ビジネスと人権の
  パフォーマンス基準」の策定を担います。
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開会挨拶 

　参加者自己紹介、ベンチマーク策定に向けた関心事項の共有

            

 11:00

11:05

14:30 各グループからの発表

 10:30  受付開始

13:30

経済人コー円卓会議日本委員会

　「ビジネスと人権のパフォーマンス基準（Human Rights Performance
     Benchmark）」策定に向けた進行状況及び現状の取りまとめ内容の報告、
　 ロードマップの確認、質問事項（下記）への回答（ワークショップ）

参加お申込及びお問い合わせについて
参加お申込については、以下のWebお申込フォームよりお願いいたします。
https://business.form-mailer.jp/fms/1d0abd4034760

「ビジネスと人権のパフォーマンス基準（Human Rights Performance
  Benchmark）」への意見とりまとめ（ワークショップ）

お問い合わせは以下までお願いします
経済人コー円卓会議日本委員会（担当:鈴木）
お問い合わせフォーム：http://jump.cx/crtcontact（もしくはhttp://www.crt-japan.jp/files/contactus.html）
電話：03-5728-6365

11:30

主催

15:00 閉会

質問事項
・このようなベンチマークを日本においてどの様に使うか？
・周辺アジア諸国における特異的な課題は何か？　
・日本企業と投資家がプロジェクトにエンゲージ（関与）したいと思うには、何が必要か？
・どのような日本特異的な要素を加味しなくてはならないか？
・ヨーロッパや北米における前提/仮定の中に、同意できないものは無いか？

12:30 休憩（昼食）　※各自お済ませ下さい

当日は、本セミナー終了後、午後3時30分よりCRT日本委員会－Sedex共催セミナー「サプライチェーン
CSR情報プラットフォームのご紹介」を開催致します。是非、あわせてご参加下さい。

相沢 素子氏
Institute for Human Rights and Business
米国取締役兼代表執行役会長

Institute for Human Rights and Business

ビジネス･人権資料センター EIRIS




